
◦医療提供体制整備に対する支援	 8億5,731万円
◦新型コロナウイルス病原体検査費の助成	 5億4,084万円
◦感染症入院患者医療費の助成	 2億9,794万円

新型コロナウイルス感染症への対策

◦高齢者などのごみ出しを支援	 1億　543万円
◦高浜クリーンセンターの建て替え	 73億4,683万円
◦通学路の緊急安全対策	 2,094万円

安心・安全な地域社会づくり
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令和4年度
令和4年度の各会計決算が、監査委員の審査を経て、令和5年第4回市議会定例会で
認定されました。今回号では、市民の皆さんが納めた税金が、市の事業としてどの
ように使われているかをお伝えします。
問い合わせは、財政課（☎027-321-1214）へ。

　令和4年度の決算を基に、「地方公共団体の財政の健
全化に関する法律（財政健全化法）」の規定による健全
化判断比率と資金不足比率を算定しました。本市は、

■財政の健全化判断比率と資金不足比率

いずれの指標も財政健全化団体や財政再生団体となる
基準を下回りました。このことから、本市の財政状況
は健全な状態にあることが分かります。

令和 4 年度の決算

本市本市全体の財政状況指標

※1	基準を超えた場合は、財政健全化や財政再生の手続きに入らなければなりません　※2	中核市平均は速報値　※3	対象となるのは、水道事業会
計、公共下水道事業会計、牛伏ドリームセンター事業特別会計、農業集落排水事業特別会計
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■用語解説

お知らせします 税金の使い道
令和4令和4年度に実施した主な事業 決算概要
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会 計 名 歳 入 歳 出

国民健康保険事業 355億3,352万円 351億4,273万円

介護保険 369億5,142万円 361億　189万円

牛伏ドリームセンター事業 1億1,222万円 9,630万円

母子父子寡婦福祉資金貸付事業 1億1,304万円 2,142万円

後期高齢者医療 54億4,806万円 54億　751万円

農業集落排水事業 1億4,743万円 1億4,662万円

■地方債（借入金）残高
1,473億5,135万円 特 別 会 計

■基金（積立金）残高
163億4,287万円

財政調整基金

その他

財政調整基金（65億6,213万円）
財源調整のための積立金

減債基金（46億5,371万円）
借入金返済のための積立金減債基金

その他（51億2,703万円）
使途のある積立金

事業債

その他

事業債（842億4,256万円）
施設建設のための借入金

その他（631億879万円）
地方交付税の不足を補うための
借入金など

歳 出

扶助費（424億4,987万円 24.6%）
社会保障制度（生活保護、児童手当、
医療費助成など）	のお金

公債費（141億6,734万円 8.2%） 
借入金の返済

物件費（237億1,789万円 13.7%）
施設の維持管理経費など

貸付金（155億1,990万円 9.0%）
市が事業者などへ貸すお金

補助費（211億4,230万円 12.2%）
補助金や負担金など

建設事業費（155億8,929万円 9.0%）
施設や道路の建設費や修繕費

その他（164億6,052万円 9.6%）
特別会計への繰出金、積立金など

収支75億4,383万円の黒字
75億4,383万円のうち45億円は
財政調整基金へ積み立て、残額
は令和5年度へ繰り越しました

1,727 億 2,602 万円

一 般 会 計

歳 入
1,802 億 6,985 万円

人件費（236億7,891万円 13.7%）
市職員の給与など

建て替えが進む高浜クリーンセンター建て替えが進む高浜クリーンセンター

◦新町駅バリアフリートイレの設置	 989万円
◦榛名山ヒルクライムin高崎の開催	 3,100万円
◦移住促進資金利子補給	 9,086万円

合併した地域の個性を活かした魅力づくり

◦学校トイレの洋式化	 2億8,518万円
◦学校体育館への空調設備設置	 1億2,472万円
◦ヤングケアラー SOSサービスの実施	 1,295万円

教育と人づくり

譲与税、交付金等（132億7,057万円 7.4%）
国税・県税から配分されるお金

地方交付税（144億2,756万円 8.0%）
地方公共団体の収支不足や不均衡を是
正するために国から交付されるお金

市税（642億7,198万円 35.7%）
市民税、固定資産税、事業所税など

貸付金元利収入（157億6,114万円 8.7%）
市が事業者などへ貸したお金の返済金

国県支出金（459億3,075万円 25.5%）
特定の事業に対して国や県から支出さ
れるお金

地方債（103億7,510万円 5.7%）
借入金
その他（162億3,275万円 9.0%）
積立金取崩、繰越金、施設使用料、証
明書発行手数料など

◦高崎市民スポーツパーク（仮称）の整備	 8,411万円
◦ユネスコ「世界の記憶」上

こうづけさんぴ
野三碑の保存活用	 3,737万円

◦市内にある各史跡の保存整備	 1億1,293万円

文化と歴史を活かした創造的な高崎

◦まちなか商店リニューアル助成	 3億1,298万円
◦中小企業就職奨励金	 2,650万円
◦労使会館の建て替え	 8,521万円
◦かがやけ新規就農者応援給付金	 2,250万円

産業の振興

◦児童相談所の設置を推進	 8,237万円
◦おとしよりぐるりんタクシーの運行	 2億4,166万円
◦障害者農業就労施設の整備	 5,095万円
◦出産・子育て応援ギフトの給付	 2億1,300万円

やさしい眼差しに満ちた市政

◦高崎市民商品券の配付	 19億2,297万円
◦高崎の食を発信	 5,000万円
◦豊岡経大大橋（仮称）の整備を推進	 2,753万円
◦豊岡新駅（仮称）の設置を推進	 7,217万円

大勢の人が歩き、にぎわう街

健全経営 経営悪化

地方交付税

地方債

国県支出金

市税

貸付金元利収入

その他

譲与税、交付金等

人件費

公債費

その他

物件費

補助費

扶助費

貸付金

建設事業費


